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今
月
号
の
表
紙
＆
特
集
は
、
阿
久

根
市
と
長
島
町
と
が
協
力
し
て 

作
成
し
ま
し
た
。
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島
町
の
黒
之
瀬
戸
だ
ん
だ
ん
市
場

の
駐
車
場
で
４
月
２
日
、
黒
之
瀬

戸
大
橋
開
通
40

周
年
を
祝
う
記
念
式
典

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
阿
久
根
市
と
長

島
町
で
つ
く
る
黒
之
瀬
戸
大
橋
開
通
40

周
年
記
念
事
業
協
議
会
が
主
催
し
、
関

係
者
ら
約
50

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

式
は
、
鹿
児
島
毘
沙
門
太
鼓 

響
流

に
よ
る
迫
力
あ
る
太
鼓
の
演
奏
で
始
ま

り
、こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
ま
と
め
た『
黒

之
瀬
戸
大
橋
40

年
の
あ
ゆ
み
』
と
題
し

た
映
像
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
阿
久
根
側
と
長
島
側

と
に
分
か
れ
、
黒
之
瀬
戸
大
橋
を
利
用

す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
記
念
品
が
配
布
さ

れ
ま
し
た
。

長 黒
之
瀬
戸
大
橋
開
通

40
周
年
記
念
式
典
開
催

黒之瀬戸海峡は、古くから「一に玄界・二に
鳴門・三に薩摩の黒之瀬戸」といわれる日本
三大急潮の一つで、その光景は「万葉集」に
も詠まれるほどです。干満差の大きい３月下
旬から４月にかけて巨大な渦潮をみることが
できます。

式のオープニングを飾っていただ
いた鹿児島毘沙門太鼓 響流によ
る太鼓演奏。

式典を締めくくる万歳三唱。西平良将・阿久根市長（前列右から
２人目）と川添健・長島町長（前列右端）ら。

橋の長さ502ｍ。当初は、シルバーグレー
の色をしていた橋の色は、今春から阿久根・
長島の空と海に溶け込むようなブルー一色
に生まれ変わりました。

開通４０周年

黒之瀬戸大橋
Kuronoseto Long-Bridge
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今月の題字

阿久根は、自然がいっぱい
で、毎日楽しく生活していま
す。「阿久根良いまち、自然
なまち」です。
将来の夢は、「習字の先生」
になることです。毎週土曜日
に習字教室に通っていますが、
教わっている先生のような、
優しい先生になりたいです。

ひと言

瀨せ

戸と

口ぐ
ち

夏な
つ

菜な

さ
ん

脇
本
小
６
年

▲盛大に行われた渡り初め
開通式では、阿久根と長島の双
方から渡り初めが行われ、その
先頭は橋が永く健全であるよう
にとの願いを込め、親子三代の
夫婦が務めました。

▲カーフェリーの黒之瀬戸丸

阿久根の黒之浜港と長島の瀬

戸港間を車ごと移動することが

できるフェリー「黒之瀬戸丸」。

昭和33年開業から黒之瀬戸大

橋開通まで運行を続け、住民の

暮らしを支えていました。

▲黒之瀬戸大橋の料金所で使用されていた回数券

▲黒之瀬戸大橋の料金所

当初、橋の通行料金は30年間をめどに徴収する予

定でしたが、通行量が年々増加し、17年後の平成

２年９月21日から無料となりました。

t建設中の黒之瀬戸大橋
昭和44年１月に黒之瀬戸大
橋の着工が決定してから５
年の歳月を経た昭和49年４
月９日、黒之瀬戸大橋が開
通しました。

黒
之
瀬
戸

こ
れ
ま
で

の
歴
史
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子
第
24

回
、
女
子
第
21

回
阿
久
根

市
長
旗
九
州
選
抜
高
等
学
校
駅
伝

競
走
大
会
が
３
月
９
日
、
市
総
合
運
動

公
園
を
発
着
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

九
州
各
県
の
強
豪
校
の
新
人
選
手

が
出
場
す
る
本
大
会
に
男
子
24

チ
ー
ム

（
オ
ー
プ
ン
１
含
む
）、
女
子
12

チ
ー
ム

が
参
加
し
、
男
子
７
区
間
４
２
・
１
９

５
キ
ロ
、
女
子
５
区
間
２
１
・
０
９
７

５
キ
ロ
の
コ
ー
ス
で
、
白
熱
し
た
レ
ー

ス
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

地
元
の
鶴
翔
高
等
学
校
は
、
男
子
の

男

部
で
18

位
と
昨
年
よ
り
３
つ
順
位
を
落

と
し
ま
し
た
が
、
強
豪
校
を
相
手
に
粘

り
強
い
走
り
で
健
闘
し
ま
し
た
。
沿
道

で
は
、
選
手
た
ち
を
応
援
し
よ
う
と
多

く
の
市
民
の
方
々
が
声
援
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。

な
お
、
詳
細
な
大
会
結
果
に
つ
い
て

は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
市
体
育
協
会
事
務
局

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
４
６
４
９

◇
男
子
優
勝

大
牟
田
高
等
学
校 

（
10

回
目
）

◇
女
子
優
勝

諫
早
高
等
学
校 

（
５
回
目
）

男子第24回・女子第21回

【主な大会結果】

男　子

優勝　大牟田高等学校　　（福　岡）２時間７分25秒
２位　小林高等学校　　　（宮　崎）２時間７分39秒
３位　鳥栖工業高等学校　（佐　賀）２時間７分51秒
15位　鶴翔高等学校　　　（地　元）２時間16分20秒

女　子

優勝　諫早高等学校　　　（長　崎）１時間11分17秒
２位　北九州市立高等学校（福　岡）１時間12分３秒
３位　鹿児島女子高等学校（鹿児島）１時間12分16秒

▲懸命にたすきをつ
なぎ、健闘した鶴翔
高等学校

▲接戦で中継所に緊張が走る
一斉に大勢の選手が中継所に流
れ込む。はやる気持ちを抑えな
がら自分のチームを待つ選手た
ちの後ろ姿にピリピリとした緊
張感が伝わってきました。

▼昨年に引続き３位
上位に肉薄した鹿児
島女子高等学校

▲応援に詰めかけた地元住民の方々
選手たちを応援しようと、盛んに声
援を送っていました。

男子優勝
大牟田高等学校

女子優勝
諫早高等学校

スタートの号砲と同時に一斉に走り出す選手たち（女子）序盤から激しいレース展開（男子）

阿久根市長旗
九州選抜高校駅伝大会
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成
25

年
度
土
砂
災
害
防
止
に
関
す

る
絵
画
・
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
作

文
の
部
で
、
大
川
中
学
校
２
年
生
（
受

賞
当
時
）
の
大
田
和な

ご
みさ

ん
が
、
国
土
交

通
大
臣
賞
を
受
賞
し
、
３
月
10

日
、
同

中
学
校
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

作
文
の
タ
イ
ト
ル
は
『
故
郷
と
共
に
生

き
る
』
で
す
。

大
田
さ
ん
は
、「
す
ご
く
立
派
な
賞

が
と
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
こ
れ

を
機
に
災
害
に
は
も
っ
と
気
を
つ
け
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
受
賞
の
喜
び
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

平

土
砂
災
害
防
止
コ
ン
（
作
文
）

大
田
和
さ
ん
（
大
川
中
２
年
）

国
土
交
通
大
臣
賞
を
受
賞

３月

児
島
県
体
力
向
上
推
進
事
業
と
し

て
実
施
さ
れ
て
い
る
『
チ
ャ
レ
ン

ジ
か
ご
し
ま
』
で
、
折
多
小
学
校
が
学

校
賞
を
受
賞
し
、
３
月
19

日
、
同
校
で

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
成
績
が
優
秀
で
あ
っ
た

県
内
の
10

校
だ
け
が
表
彰
さ
れ
る
も
の

で
、
同
校
の
受
賞
は
２
回
目
で
す
。

折
多
小
学
校
は
、
手
つ
な
ぎ
横
と
び

や
馬
跳
び
で
10

位
以
内
に
４
つ
も
入
る

好
成
績
を
収
め
た
た
め
、
今
回
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。

久
根
石
油
㈱
か
ら
、
心
の
ふ
れ
あ

い
を
テ
ー
マ
に
し
た
第
44

回
Ｊ
Ｘ

童
話
賞
作
品
集
『
童
話
の
花
束
』
500

冊

を
市
内
の
小
・
中
学
校
や
学
童
ク
ラ
ブ
、

市
立
図
書
館
な
ど
に
寄
贈
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

阿
久
根
中
学
校
で
３
月
24

日
、
贈
呈

式
が
行
わ
れ
、
出
席
さ
れ
た
同
社
代
表

取
締
役
社
長
の
松
﨑
茂
さ
ん
は
、「
子
ど

も
た
ち
の
豊
か
な
心
の
育
成
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
」と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
阿
久
根
中
学
校
に
は
、
朝
日

新
聞
の
掲
示
板
も
寄
贈
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

鹿

阿

折
多
小
学
校
が
『チ
ャ
レ
ン
ジ

か
ご
し
ま
学
校
賞
』を
受
賞

阿
久
根
石
油
㈱
が

心
温
ま
る
物
語
を
寄
贈

３月

３月

19日

24日

10日

みんなのアルバムピックアップ

受賞された大川中学校２年生の大田和さん（中央）

表彰式では折多小学校の児童が、毎日取り組んできた
手つなぎ横とびなどを披露してくれました。

月
15

日
、鹿
児
島
市
立
科
学
館
で
、

ソ
ニ
ー
教
育
財
団
主
催
の「
２
０

１
３
年
度
ソ
ニ
ー
子
ど
も
科
学
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
」の
主
題
で
あ
る「
科
学
が
好

き
な
子
ど
も
を
育
て
る
」
の
奨
励
校
と

し
て
阿
久
根
小
学
校
と
同
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

教
育
実
践
と
計
画
を
ま
と
め
た
論
文
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
賞
へ
の
応
募

は
、
全
国
の
小
・
中
学
校
か
ら
193

件
あ

り
、県
内
で
は
６
校
が
受
賞
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
考
え
方
を
探
り
、
自

ら
が
主
体
的
に
理
科
の
授
業
に
取
り
組

め
る
よ
う
に
計
画
を
立
て
、
実
践
し
た

こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

２

「
ソ
ニ
ー
子
ど
も
科
学
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
阿
久
根
小
が
奨
励
校

２月

15日

表彰を受けられた阿久根小学校

『童話の花束』『朝日新聞の掲示板』を寄贈された
阿久根石油㈱の松﨑茂社長（右）
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まちの話題　みんなのアルバム

体育交流学習
鶴翔高陸上部が田代小と

体育の交流学習（田代小）

地域活性化

田代小と鶴翔高

校陸上部との交

流は、体育交流

学習のほか、田

代小の運動会や

学習発表会等で

も交流が行われ

ています。

月10日、田代小学校で、鶴翔高校陸上部

による体育の交流学習が行われました。

これは、田代小学校の子どもたちが毎年、県

下一周駅伝大会を沿道で応援していることが

縁で始まった交流学習で、今年で３回目の開

催となりました。

鶴翔高校陸上部員11名は、縄跳びやリレー

競走などを通して児童と交流を深め、速く走

るコツなどを指導していました。

指導を受けた児童らは、「速く走るには、縄

跳び練習がいいと教えてもらったので、毎朝

学校で取り組んでいる、朝の５分間運動に取

り入れてみたい」と目を輝かせながら話して

いました。

３

折多地区を活性
化するために、
地元の食材で
新加工品を開発

試
食
会
で
新
商
品
の
味
を
確
認
す

る
関
係
者
ら
。

多加工グループと、阿久根生き生きエコ倶

楽部が、折多地区でとれる食材を生かした

ポン酢やみかん酢、水煮大根を開発しました。

その開発品披露のための試食会が、３月20日、

農村環境改善センター（牧内区）で開催されま

した。商品開発は、食育日本料理家である梛木

春幸先生の指導のもとで行われました。

折多加工グループ代表の陳尾君子さんは、「地

元の農産物を使うことで農家の収入を増やし、

地元が元気になればとの思いで開発しました。

今後も地元にこだわった商品を開発していきた

い」と意気込みを話してくださいました。

折

翔高校農業後継者育成対策協議会は、中

学生に農業に関心をもってもらおうと、市

内全中学校に漫画「銀の匙」１～３巻、12冊を

寄贈され、３月20日、三笠中学校で寄贈式が行

われました。「銀の匙」は、実在の北海道立農

業高校を舞台にした少年漫画で、映画化される

など現在も連載が続いている人気作品です。

鶴

鶴翔高校農業後継者育成対策協議会

から中学校に漫画「銀の匙
さじ

」を贈呈

「
本
を
読
み
、
鶴
翔
高
に
興
味
を

も
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
す
、
鶴
翔

高
の
迫
田
る
み
教
諭（
右
端
）と
鈴

江
耕
太
教
諭（
右
か
ら
２
人
目
）。

本の寄贈
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元
気
な
踊
り
を
披
露
す
る
地
元
有

志
の
皆
さ
ん
。

登山日和

地域交流

地域交流

地域貢献

盛春の西の高突山登山を満喫
登山愛好家ら東シナ海を一望

鈴木段

振興感謝大会が

盛大に開催

月16日、阿久根山好会の主催で「西の高

突山」登山会が行われ、約70名が参加し

ました。本之牟礼小学校跡地を出発点とした

山頂までの往復約9.5キロのコース。
参加者は遠く東シナ海が一望できる山頂で

昼食をとり、思い出に残る楽しい一日を過ご

していました。

月23日、鈴木段公民館で鈴木段振興感謝大

会が開催され、約50名が参加しました。地

元有志による五つ太鼓の演奏や楽しい踊りなど

が披露され、会場は大盛況でした。

日ごろお世話になった方を招待して、元気な

鈴木段をみてもらい、楽しんでもらおうと鈴木

段集落の主催で、地域の総会と合わせて毎年開

催されています。

久根市文化協会主催による第28回チャリ

ティショーが３月２日、市民会館大ホール

で開催され、24団体がステージ上で歌や踊り、

太鼓演奏など、日ごろの活動の成果を披露しま

した。

また、同協会の川﨑勲会長らが３月13日に市

役所を訪れ、本市の文化活動に役立ててほしい

と、阿久根市に益金の一部が寄贈されました。

３
３

阿

地元のさわやかクラブ
会員と鶴中生徒が交流

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
通
し
て
、

交
流
を
深
め
る
鶴
中
生
徒
と
さ
わ

や
か
ク
ラ
ブ
会
員
の
皆
さ
ん
。

川内中学校では３月６日、地元のさわや
かクラブ（旧老人クラブ）の会員の方々

を招き、第３回ふれあいグラウンドゴルフ大
会を開催し、さわやかクラブ会員30名と鶴川
内中学校の生徒・教職員30名の計60名が参加
しました。
初めてグラウンドゴルフのスティックを手
にした生徒もおり、珍プレーが続出。会員の
方々が優しく生徒を指導し、ホールインワン
が６名も出るなど、大変賑わった交流会とな
りました。

鶴

文化を通して
地域に貢献
～阿久根市文化協会

チャリティショー～

か
わ
い
ら
し
い
出
演
者
に
、
会

場
か
ら
は
大
き
な
声
援
や
拍
手

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

まちの話題　みんなのアルバム
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１　一般会計歳入予算

平成２６年度の当初予算

一般会計　１１０億７,０００万円（対前年度比4.8％増）
特別会計　　７３億　 ３６４万円２千円（対前年度比3.0％増）
平成26年第１回市議会定例会および臨時会で可決されました平成26年度の当初予算についてお知らせ

します。

※問い合わせ先　　財政課　財政係　☎０９９６－７３－１２１６（直通）

歳入については、地方交付税が大きな比率を占め

ており、前年度と同額の40億5,000万円予算計上し
ています。

また、前年度、緊急経済対策により国から交付さ

れた地域の元気臨時交付金を基金に積み立て、本年

度に活用することとしたため、基金の繰入金（貯金

の取崩し）が82.4％の増となっています。
市の自主財源である市税の内訳は、右のグラフの

とおりとなっており、固定資産税、個人市民税が大

きな比率を占めています。

歳入についての財政用語
《歳　　　　　入》　年度内におけるすべての収入のことで、この収入をもって１年間に支出する事業など

の費用をまかないます。
《市　　　　　税》　市民の皆さまなどが、市に納めた市民税や固定資産税などの税金のことです。
《繰　　入　　金》　特別会計から入ったお金や基金（貯金）を取り崩して歳入に充てたお金です。
《地 方 交 付 税》　国が徴収した所得税、法人税、酒税などの中から市の財政的な需要に応じて国から交

付されるお金のことです。
《国庫・県支出金》　使途が限定されたお金で、国または県から補助、交付されるものです。
《市　　　　　債》　市が公共事業などの大規模な事業を行うために、国や金融機関等から借り入れたお金

（借入金）のことです。

市税
18億3,362万1千円
（16.6％）

繰越金
5,000万円 
（0.4％）

財産収入
　1億2,966万7千円
（1.2％）

諸収入ほか
2億2,680万4千円 
（2.0％）

使用料及び手数料
1億2,842万5千円
（1.2％）

分担金及び負担金
8,237万8千円
（0.7％）

地方交付税
40億5,000万円
（36.6％）

国庫支出金
14億3,442万8千円
（13.0％）

市債
9億6,210万円
（8.7％）

県支出金
8億152万8千円
（7.2％）

地方譲与税
1億2,500万円
（1.1％）

地方消費税交付金ほか
2億5,080万円
（2.3％）

自主財

源
（
3
1.1％

）

依
存
財
源
（

6
8.9％）

歳入合計

110億
7,000万円

繰入金
　9億9,524万9千円
（9.0％）

固定資産税
8億8,019万7千円
（48.0％）

個人市民税
5億7,083万7千円
（31.1％）

市たばこ税
1億8,375万4千円
（10.0％）

法人市民税
1億1,490万2千円
（6.3％）

軽自動車税
6,665万4千円
（3.6％）

入湯税ほか
1,727万7千円
（1.0％）

市税の内訳

18億
3,362万1千円

今
年
度
の
阿
久
根
の
予
算
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
な
？
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平成26年度の当初予算

３　特別会計予算
平成26年度の各特別会計の当初予算は、次の表のとおりとなっています。

特別会計名 当初予算額

国民健康保険特別会計（事業勘定） ３７億１１９万１千円

国民健康保険特別会計（直営診療施設勘定） ３,５９７万６千円
簡易水道特別会計 ４億８０７万８千円

交通災害共済特別会計 ３８４万４千円

介護保険特別会計（事業勘定） ２８億２,０２１万３千円
介護保険特別会計（サービス事業勘定） １,６７５万６千円
後期高齢者医療特別会計 ３億１,７５８万４千円
なお、水道事業会計の当初予算における収益的支出と資本的支出の合計額は、４億4,991万２千円となっ
ています。

歳出についての財政用語
《歳　　　　出》　年度内に行う事業などに支出するお金のことです。
《民 生 費》　高齢者や児童、身障者福祉などの社会福祉に使うお金のことです。
《総 務 費》　職員、嘱託職員等の給与や住民窓口、選挙費用、庁舎等の管理費などの一般的な事務

に使うお金のことです。
《公 債 費》　道路や施設整備などの大規模な事業のために借り入れたお金の返済金のことです。
《土 木 費》　道路や河川、公営住宅の整備などに使うお金のことです。
《教 育 費》　学校の施設整備や運営、社会教育などに使うお金のことです。
《農林水産業費》　農林水産業の振興、農林道や漁港整備などに使うお金のことです。
《衛 生 費》　市民の皆さまの健康づくりやゴミ処理などに使うお金のことです。
《消 防 費》　消防防災施設の整備や消防業務などに使うお金のことです。
《商 工 費》　商工業や観光振興などに使うお金のことです。

歳出については、民生費が大きな比率を占めています。その中でも特に心身障がい者等の福祉費や後期

高齢者広域連合会の負担金、特別会計への繰出金、保育所運営の補助事業などの割合が大きいです。

また、土木費や教育費が前年度より増額となっています。これは街路整備事業、道路新設改良事業やＢ

＆Ｇプール改修事業、給食センター改修工事などの経費が増となっているためです。

２　一般会計歳出予算

歳出合計

110億
7,000万円

民生費
41億9,906万5千円
（37.9％）

総務費
13億1,475万円
（11.9％）

公債費
11億6,147万1千円
（10.5％）

土木費
11億2,976万3千円
（10.2％）

教育費
9億9,991万5千円
（9.0％）

農林水産業費
6億9,688万7千円 
（6.3％）

衛生費
7億7,164万円
（7.0％）

商工費（1.7％）
1億8,449万4千円

議会費（1.2％）
1億3,049万9千円

労働費ほか（0.4％）
4,747万4千円消防費（3.9％）

4億3,404万2千円い
ろ
ん
な
事
業
が

あ
る
ん
だ
ね
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平成26年度の当初予算　主な事業

４　平成26年度の予算編成方針に基づく主な事業

⑴　緊急経済対策に基づく効果的な事業の実施

・地域の元気臨時交付金充当事業

事業費総額 605,797千円
交付金充当額 475,319千円

潮見ケ丘墓園整備工事

市営折口住宅小型合併処理浄化槽設置工事

塩鶴・塩浜公園整備工事

番所丘公園整備事業

大丸都市下水路整備事業

作業道鷹首線舗装工事

林道上床線舗装工事

大丸阿久根港線道路改修工事

橋ノ本阿久根港線道路改修工事

水槽付消防ポンプ自動車購入

消防ポンプ自動車、小型ポンプ等購入

田代小学校校舎外壁及び屋上防水改修工事

脇本小学校給排水管改修工事

大川中学校屋内運動場屋根防水改修工事

給食センター連続自動炊飯器設置工事

青年の家屋根防水工事

野球場防球ネット設置工事　　　ほか

⑵　にぎわいの創出による交流の促進及び産業の振興

・にぎわい交流館阿久根駅交流促進事業 1,056千円
・農林漁業体験民宿誘致事業 2,361　　
・イノシカ肉流通対策事業ほか有害鳥獣捕獲事業

39,360　　
・水産物流通対策事業 31,500　　
・商談会出展事業 5,258　　
・阿久根はな＊ＨＡＮＡ＊華まつり 1,900　　
・「うみ・まち・にぎわい」再生整備事業

124,348　　

⑶　豊かな文化の薫り高いまちづくりの推進

・市民交流センター（仮称）設計業務等事業

86,195千円
・市立図書館及び郷土資料館管理業務、市立図書

館設計業務ほか 31,830　　
・総合体育館ライン改修工事ほか 11,060　　
・あくね洋画展 849　　

・自主文化事業 2,145　　
・スポーツ団体等支援事業 10,993　　

⑷　暮らしを支える生活環境の整備

・グループタクシー利用促進事業 6,840千円
・乗合タクシー運行事業 3,741　　

大川中学校屋内運動場屋根防水改修工事

スポーツ団体等支援事業

市立図書館及び郷土資料館管理業務、
市立図書館設計業務ほか

商談会出展事業

水産物流通対策事業
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平成26年度の当初予算　主な事業

・夜間一次救急診療所運営事業 4,814千円
・特定不妊治療費助成事業 1,500　　
・病院群輪番制病院事業 6,934　　
・出生祝い商品券 8,670　　
・子ども医療費助成 48,000　　
・小型合併処理浄化槽設置整備事業 66,980　　
・循環型社会形成推進助成金 2,526　　
・道路新設改良事業 89,785　　

⑸　地域の活性化支援の拡充

・地域づくり活動支援事業 2,200千円
・地域づくり活動支援事業（集落活性化対策事業）

10,316　　
・定住促進対策事業 15,850　　

⑹　継続的な行財政改革の推進

・市長給料　　　△30％

・副市長給料　　△20％

・教育長給料　　△15％

・職員給料　　　△４～11.5％（平均△約７％）

⑺　その他の新規事業

・広報・調査等交付金事業備品等購入 1,321千円
・臨時福祉給付金事業 141,043　　
・子育て世帯臨時特例給付金事業 23,373　　
・降灰防止降灰除去施設等整備事業 16,612　　
・渇水対策事業 640　　

・県営農村地域防災減災事業（桐野上地区） 750　　

・県営中山間地域総合整備事業（阿久根地区）

4,517　　
・ため池漏水防止工事（松ヶ根地区）及びポンプ

施設更新（中津原地区） 3,200　　
・県営県単治山事業（山下鎌津倉地区） 2,000　　
・機構集積支援事業（農地基本台帳機能整備等）

3,825　　
・阿っくん商品開発業務ほか 894　　

・河川維持事業（３河川） 8,153　　
・急傾斜地崩壊対策事業（３地区） 2,258　　
・都市公園安全・安心対策緊急総合支援事業

（総合運動公園、番所丘公園整備ほか） 30,000　　
・小・中学校校長室・事務室空調機購入 8,369　　
・海を守る植樹教育事業 162　　

子ども医療費助成

県営中山間地域総合整備事業（阿久根地区）

地域づくり活動支援事業

阿っくん商品開発業務ほか

都市公園安全・安心対策緊急総合支援事業
（総合運動公園、番所丘公園整備ほか）
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月
28

日
に
開
会
さ
れ
た
平
成
26

年

第
一
回
阿
久
根
市
議
会
臨
時
会
に

お
い
て
、
先
の
定
例
会
で
一
旦
否
決
さ

れ
た
市
職
員
の
給
与
削
減
議
案
が
賛
成

多
数
に
よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
平
成
26

年
度
当
初
の
市
職
員
給

与
は
、
予
算
総
額
で
12

億
８
千
366

万
円

と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
平
成
22

年
度
当
初
予
算
16

億
１
千
234

万
円
と
比
較
す
る
と
、
３
億

２
千
868

万
円
、
約
20.4
％
の
減
、
同
年
度

決
算
額
13

億
６
千
356

万
円
と
比
較
す
る

と
、
７
千
990

万
円
、
約
5.9
％
の
減
と
な

り
ま
す
。

給
与
予
算
額
は
、
年
々
減
少
し
て
お

り
、
約
10

年
前
の
平
成
15

年
度
予
算

（
25

億
４
千
898

万
円
）
と
比
較
す
る
と

約
半
分
に
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

給
与
費
の
減
少
は
、
職
員
数
の
減
少

３

に
加
え
、
平
成
23

年
度
か
ら
職
員
の
給

料
を
減
額
し
て
支
給
し
て
い
る
こ
と
が

主
な
理
由
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
給
料
抑
制
の
取
組
は
表

１
の
と
お
り
で
す
が
、
平
成
26

年
度
は

給
料
表
の
各
級
に
応
じ
て
、
４
％
か
ら

最
高
11.5
％
の
給
料
を
減
額
し
、
平
均
で

７
％
の
削
減
を
実
施
し
ま
す
。

平
成
23

年
度
か
ら
の
削
減
総
額
は
、

平
成
26

年
度
分
ま
で
含
め
る
と
約
２
億

７
千
300

万
円
に
上
り
ま
す
。

長
、
副
市
長
お
よ
び
教
育
長
の
月

額
給
料
に
つ
い
て
も
、
継
続
し
て

減
額
に
取
組
ん
で
お
り
、
平
成
26

年
度

は
市
長
の
給
料
を
30

％
、
副
市
長
は

20

％
、
教
育
長
は
15

％
を
そ
れ
ぞ
れ
減

額
し
ま
す
。

市 特
別
職
等
は
さ
ら
に
給
料
を
減
額

市
長
給
料
は
30
％
減
額

給
料
を
最
高
11.5
％
減
額

４
年
連
続
の
取
組

職員給料減額を４年連続で実施
～市議会臨時会 再提案で可決～

表１ 職員の年度別給与削減額
年　度 削減額

平成23年度 5,452万円
24 7,878万円
25 7,271万円
26 6,695万円

合　計 ２億7,296万円
注）削減額は共済費の減額分も
含みます。

表２ 特別職等の給料減額率の推移
年　度 減額率

平成23年度
市　長　△20％
副市長　△10％
教育長　△10％

24

市　長　△20％
副市長　△10％
教育長　△10％

25

市　長　△25％
副市長　△15％
教育長　△15％

26

市　長　△30％
副市長　△20％
教育長　△15％

給与予算額の推移
※予算額は給料、手当、共済費の合計額であり、

退職手当負担金、児童手当は含みません。

平成26年度の当初予算　職員給料減額
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阿久根市政ニュース
市の取り組みなどについてお知らせします。

阿久根で 『鹿児島和牛』 などの

海外への輸出促進セミナー
３月12日、アメリカや香港、シンガポール、タイな

ど４カ国・地域の卸売業者などを対象とした鹿児島県

産畜産物の輸出促進セミナーが、阿久根市で開催され

ました。

スターゼンミートプロセッサー㈱とＪＡ鹿児島いず

みなど、県内畜産物の出荷者でつくる南九州食肉輸出

促進協議会の主催で開催されたもので、食肉処理の加

工場見学や産地セミナー、試食商談会が行われました。

試食商談会では、スターゼンミートプロセッサー㈱

が取り扱う地元産のさつまビーフや華鶴和牛などが振

る舞われ、参加者から好評を得ていました。

地域防災リーダー育成研修会を開催
３月15日、市内各区長や役員などを対象に、地域で

防災活動を率先して実践していく人材育成を目的とし

た内閣府（防災担当）主催の平成25年度防災に関する

地域防災リーダー育成事業「地域防災リーダー育成研

修」が、阿久根市で開催され、約100名が参加しました。

災害に負けない地域づくりを目指し、集落内での地

域防災リーダーの位置づけや平常時にリーダーが率先

すべき活動などについての講演が行われ、参加者は真

剣な表情で聴き入っていました。

鹿児島和牛等の

輸出促進セミナー

地域防災リーダー

育成研修会

鹿児島県産牛肉の品質等について説明を受ける
海外の卸売業者など。

防災リーダーの役割の重要性について講演を行う
㈲森勢まちづくり研究室　代表　森勢郁生氏。

救助工作車と

防火衣一式等配備

安心 ・ 安全なまちづくりのために

救助工作車と消防団員31名分の

防火衣一式、 保安帽を配備
阿久根消防署に、新型の救助工作車が配備されまし

た。また、消防団員31名分の防火衣一式と保安帽が配

備されました。

救助工作車は、平成25年度電源立地地域対策交付金

事業により、また、消防団員用の防火衣一式と保安帽

は、㈶自治総合センターの宝くじ助成金を活用して配

備されました。

これらを配備したことで、火災・災害現場における

迅速な救助作業と消防団員活動の安全確保がさらに図

られるものと期待されます。

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付

金
事
業
に
よ
り
、
新
し
く

t
導
入
さ
れ
た
救
助
工
作
車
。

s
宝
く
じ
助
成
金
を
活
用

し
て
配
備
さ
れ
た
防
火

衣
一
式
と
保
安
帽
。
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前
通
り
の
ま
る
や
衣
料
店
駐
車

場
に
て
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど

の
特
設
屋
台
村
を
開
店
し
ま
す
。

な
お
、
翌
日
の
当
日
祭
で
は
、
同

会
場
に
設
け
ら
れ
た
特
設
ス
テ
ー
ジ

で
ラ
イ
ブ
演
奏
等
が
行
わ
れ
る
予
定

で
す
。町

通
り
で
は
、
特
設
ス
テ
ー
ジ

に
て
九
州
の
地
元
ア
イ
ド
ル 

Ｓ
☆
Ｕ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｎ 

Ｃ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

（
サ
ザ
ン
ク
ロ
ス
）
の
ラ
イ
ブ
や
カ

ラ
オ
ケ
大
会
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
Ｓ

ｈ
ｏ
ｗ
ー
１
グ
ル
メ
グ
ラ
ン
プ
リ
に

参
戦
し
た
市
内
外
の
５
つ
の
通
り
会

の
店
舗
が
出
店
す
る
予
定
で
す
。

丸
通
り
で
は
、
空
き
店
舗
を
活

用
し
た
『
赤
の
れ
ん
市
』
や
お

化
け
屋
敷
が
開
催
さ
れ
る
ほ
か
、
商

工
会
議
所
２
階
の
会
議
室
で
は
将

棋
・
囲
碁
大
会
、
同
駐
車
場
で
は
幼

稚
園
児
の
お
遊
戯
も
披
露
さ
れ
る
予

定
で
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
商
工
会
議
所

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
１
１
８
５

駅本大

ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間
中
の
５

月
４
日
、
５
日
の
２
日
間
、
番
所

丘
公
園
で
は
ご
家
族
で
楽
し
め
る
イ
ベ

ン
ト
＆
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
満
載
で
皆
さ

ま
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
日
時
　
５
月
４
日
㈰

５
月
５
日
㈪

午
前
10

時
〜
午
後
４
時

※
一
部
、
時
間
内
に
終
了
。

◇
場
所
　
番
所
丘
公
園

◇
イ
ベ
ン
ト
内
容

・
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

音
楽
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
に
よ
る

楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

・
ア
ク
ア
ボ
ー
ル

直
径
２
ｍ
の
ボ
ー
ル
の
中
に
入
っ
て
、

徒
渉
池
の
水
の
上
を
歩
く
体
験
。

・
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
迷
路

家
族
や
友
だ
ち
と
一
緒
に
ゴ
ー
ル
を

目
指
そ
う
。

・
ふ
わ
ふ
わ
ペ
ン
ギ
ン
ド
ー
ム

空
気
で
膨
ら
ん
だ
大
き
な
ペ
ン
ギ
ン

の
中
で
飛
び
跳
ね
て
遊
ぼ
う
。

・
飲
食
出
店
テ
ン
ト
村

軽
食
等
の
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先
　
番
所
丘
公
園
指

定
管
理
者
　
㈱
日
本
水
泳
振
興
会
・

グ
ッ
ド
ス
タ
ッ
フ
グ
ル
ー
プ

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
３
７
７
７

担
当
　
番
所
丘
公
園
　
中
原

ゴ

番所丘公園グリーンフェス今年のＧ
ゴールデンウィーク

☆Ｗは、

番所丘公園でも大ハシャギ！

s開催日時
５月４日(日)
５月５日(月)
午前10時～午後４時
※一部、 時間内に終了します。

s開催日
５月２日(金)前夜祭
５月３日(土)当日祭
※詳しい情報は、

５月１日の朝刊折り込み
チラシをご覧ください！

前
夜
祭

５
月
２
日
㈮

当
日
祭

５
月
３
日
㈯

阿久根はな＊

ＨＡＮＡ＊華まつり
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市役所からの

お知らせ

月
16

日
、
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
市
立
図
書
館
の
設
計
に

関
す
る
第
３
回
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク

ラ
ブ
の
バ
ン
ビ
の
会
員
に
も
加
わ
っ

て
も
ら
い
、
図
書
館
・
郷
土
資
料
館

の
使
い
方
や
委
員
そ
れ
ぞ
れ
が

想
い
描
く
イ
メ
ー
ジ
な
ど
を
中

心
に
、
意
見
や
要
望
を
出
し
合

い
ま
し
た
。

「
学
習
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し

て
ほ
し
い
」
「
ソ
フ
ァ
ー
を
置

い
て
く
つ
ろ
げ
る
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
」
「
視
覚
・
聴
覚
が
不

自
由
な
方
で
も
楽
し
め
る
よ
う

な
図
書
館
に
し
て
ほ
し
い
」「
入

館
し
や
す
い
雰
囲
気
づ
く
り
を

し
て
ほ
し
い
」
「
子
ど
も
連
れ

の
お
母
さ
ん
が
、
安
心
し
て
過

ご
せ
る
よ
う
な
空
間
に
し
て
ほ

し
い
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、次
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

３

プ
で
は
、
施
設
全
体
に
つ
い
て
各
室
の

使
い
方
、
外
構
（
広
場
や
駐
車
場
）
の

使
い
方
な
ど
を
議
論
す
る
予
定
で
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

教
育
総
務
課
　
総
務
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
５
７

（
直
通
）

tジュニアリーダークラ
ブの班では、中高生らし

いユニークな発想で、楽

しい意見が多く出されて

いました。

s設計者からは、図書
館を中心としたまちづ

くり「どこでも図書館」

という事例等が説明さ

れました。

第３回市民ワークショップ開催

市民交流センター＆図書館
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
・

図
書
館
の
設
計
業
務

C
ivic

 C
e
n
te

r &
 P

u
b
lic

 L
ib

ra
ry

▲班ごとに出された図書
館・資料館に対するイ
メージや意見。

ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
と
は
、
毎
年

５
月
の
最
終
水
曜
日
に
世
界
中

で
実
施
さ
れ
て
い
る
住
民
参
加
型
の
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
阿
久
根
市
は

今
年
で
５
回
目
の
参
加
と
な
り
ま
す
。

人
口
規
模
が
ほ
ぼ
同
じ
自
治
体
同
士

が
、
午
前
０
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
の

間
に
、
15

分
間
以
上
継
続
し
て
何
ら
か

の
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
住
民
の｢

参
加
率

（％）
」
を
競
い
合
い
ま
す
。

対
戦
相
手
に
敗
れ
た
場
合
は
、
相
手

自
治
体
の
旗
を
庁
舎
に
掲
揚
し
、
相
手

の
健
闘
を
称
え
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な

ル
ー
ル
が
特
徴
で
す
。

◇
参
加
対
象
者

年
齢
・
性
別
・
住
所
を
問
わ
ず
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
デ
ー
当
日
に
阿
久
根
市
に
お
ら

れ
た
方

◇
参
加
方
法

阿
久
根
市
内
で
、
15

分
間
以
上
継
続

し
て
軽
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
身
体

活
動
を
行
え
ば
、
参
加
し
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

参
加
さ
れ
た
方
は
、
氏
名
（
団
体

名
）
・
参
加
者
数
・
実
施
時
間
・
種
目

を
生
涯
学
習
課
ま
で
電
話
等
で
報
告
し

て
く
だ
さ
い
。

※
参
加
報
告
・
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
（
市
民
会
館
）

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
１
０
５
１

「
チ

対戦相手は

秋田県にかほ市

s開催日時
５月28日(水)
午前０時～

午後９時
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業
の
担
い
手
を
確
保
・
育
成
す
る

た
め
、
市
で
は
農
業
で
自
立
を
目

指
す
新
規
就
農
者
に
農
業
技
術
や
経
営

手
法
等
の
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◇
研
修
者
の
条
件

市
内
に
住
所
を
有
す
る
50

歳
未
満
の

方
で
、
農
業
経
営
に
対
す
る
固
い
意
志

と
意
欲
の
あ
る
新
規
就
農
希
望
者
で
、

研
修
終
了
後
５
年
間
、
市
内
で
就
農
す

る
方
。

◇
研
修
期
間
　
１
年
間

平
成
26

年
８
月
１
日
〜

平
成
27

年
７
月
31

日
（
予
定
）

◇
研
修
場
所

Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
及
び
生
産
農

家
の
ほ
場
な
ど

◇
研
修
内
容

施
設
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
ほ
か
露
地
野
菜

栽
培
及
び
野
菜
等
の
育
苗
な
ど

◇
研
修
助
成
金
　
月
額
15

万
円

◇
募
集
人
員
　
若
干
名

◇
募
集
期
間

平
成
26

年
５
月
１
日
〜
５
月
15

日

◇
申
込
方
法

農
政
課
、鹿
児
島
い
ず
み
農
協
本
所
、

各
事
業
所
に
設
置
し
て
い
る
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
載
の
う
え
、
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

月
か
ら
消
費
税
率
が
８
％
へ
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
所
得
の
低

い
方
々
及
び
子
育
て
世
帯
の
方
々
の
負

担
の
影
響
に
配
慮
し
、
臨
時
福
祉
給
付

金
及
び
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

を
支
給
す
る
予
定
で
す
。

農

４

阿
久
根
市
新
規
就
農
者

支
援
対
策
事
業

新しく農業を始める方を
支援します！

臨時福祉給付金及び子育て世帯
臨時特例給付金のお知らせ　　〜振り込め詐欺にご注意を〜

申込・問い合わせ先

○農政課　農政管理係
☎０９９６－７３－１１４２（直通）
○鹿児島いずみ農協　園芸農産指導課
☎０９９６－６４－２６３０

臨
時
福
祉
給
付
金

及
び
子
育
て
世
帯

臨
時
特
例
給
付
金
と
は

詐
欺
に
ご
注
意
を
！

問い合わせ先

○臨時福祉給付金　生きがい対策課　福祉係
☎０９９６－７３－１２４０（直通）

○子育て世帯臨時特例給付金
生きがい対策課　児童対策係
☎０９９６－７３－１２４８（直通）

な
お
、
こ
の
二
つ
の
給
付
金
は
、
現

在
支
給
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り

ま
す
が
、
ま
だ
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら

の
申
請
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

万
一
、
ご
自
宅
や
職
場
な
ど
に
市
役

所
や
厚
生
労
働
省
の
職
員
な
ど
を
名

乗
っ
た
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
り
、
郵

便
が
届
い
た
り
し
た
場
合
は
、迷
わ
ず
、

警
察
署
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

具
体
的
な
申
請
の
方
法
な
ど
は
、
今

後
決
ま
り
次
第
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
の
で
、『
振
り
込
め
詐
欺
』『
個
人
情

報
の
詐
取
』
に
は
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注

意
く
だ
さ
い
。



17 Akune

で
は
、
地
域
が
抱
え
る
課
題
の
解
決

や
地
域
の
活
性
化
を
図
る
目
的
で
、

自
治
会
ま
た
は
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
な
ど
が
実
施
す
る
公
益
的
な
事
業
に
対

し
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

◇
対
象
事
業

・
事
業
主
体
が
自
治
会

施
設
整
備
な
ど
の
事
業
お
よ
び
イ
ベ
ン

ト
な
ど

・
事
業
主
体
が
団
体

防
犯
・
防
災
、
環
境
美
化
、
地
域
住
民

の
健
康
増
進
、
観
光
、
農
林
水
産
業
の

活
性
化
の
た
め
の
公
益
的
な
事
業

◇
補
助
金
額

補
助
金
の
上
限
額
は
、
年
間
20

万
円

申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
企
画
調
整

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

内
の
建
築
業
者
を
利
用
し
て
、
ご
自

分
の
居
住
用
の
木
造
住
宅
を
新
築
ま

た
は
増
改
築
す
る
方
に
対
し
て
、
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

◇
補
助
金
額

・
新
　
築
　
30

万
円

・
増
改
築
　
対
象
経
費
の
100

分
の
15

に
相

当
す
る
額
（
限
度
額
15

万
円
）

◇
対
象
工
事

①
補
助
対
象
者
が
市
内
建
築
業
者
を
利
用

し
て
行
っ
た
も
の

②
建
築
工
事
に
か
か
る
資
材
等
の
購
入
費

の
う
ち
、
市
内
事
業
者
か
ら
の
購
入
費

等
が
次
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と

・
新
　
築
　
300

万
円
以
上

・
増
改
築
　
50

万
円
以
上

◇
補
助
対
象
者

・
住
宅
の
所
有
者

・
市
内
居
住
者

・
自
治
会
に
加
入
し
て
い
る
方

・
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
方
　
な
ど

※
工
事
着
工
前
に
申
請
を
行
い
、
承
認
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

久
根
市
に
定
住
す
る
意
思
を
も
っ
て

転
入
し
、
定
住
を
目
的
と
し
た
住
宅

を
新
築
ま
た
は
新
規
購
入
、
も
し
く
は
増

改
築
す
る
場
合
、補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

◇
補
助
金
額

３
年
間
で
50

万
円
の
補
助
金
を
交
付

・
１
年
目
　
30

万
円

・
２
年
目
　
10

万
円

・
３
年
目
　
10

万
円

◇
子
育
て
加
算

18

歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る
場
合
、
１

年
目
の
み
１
人
に
つ
き
10

万
円
（
限
度
額

50

万
円
）
を
加
算

◇
補
助
対
象
者

・
市
外
に
継
続
し
て
５
年
以
上
居
住
し
て

い
た
方

・
平
成
24

年
４
月
１
日
か
ら
平
成
27

年
３

月
31

日
ま
で
の
間
に
転
入
し
、
住
宅
の

新
築
ま
た
は
新
規
購
入
、
も
し
く
は
増

改
築
し
た
方

※
た
だ
し
、
工
事
費
ま
た
は
購
入
費
が

200

万
円
以
上

・
自
治
会
に
加
入
し
た
方
　
　
　

・
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
方
　
な
ど

※
申
請
時
期
は
、
住
宅
を
新
築
・
増
改
築

も
し
く
は
新
規
購
入
し
た
日
ま
た
は
転

入
し
た
日
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
遅
い
日

か
ら
６
月
以
内
の
間
に
な
り
ま
す
。

市

市

問い合わせ先：企画調整課　☎０９９６－７３－１２１４・１２１５（直通）

地域づくり活動支援事業の募集

地域の問題解決や地域の活性化をサポート

阿久根市への移住・定住を応援します

地域を盛り上げようと毎年実施している
牛之浜区のジャンボ門松づくり。

移
住
定
住
を
目
的
に
住
宅
を

新
築
な
ど
さ
れ
た
方
へ
の
補
助
金

木
造
住
宅
の

新
築
及
び
増
改
築
へ
の
補
助
金

問い合わせ先：企画調整課　☎０９９６－７３－１２１４・１２１５（直通）

定住促進対策事業による補助金交付

市役所からの

お知らせ

阿

ぜ
ひ
地
元
の
業
者

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。



18Akune

４　検診料（消費税等を含む。）

区　　　　　　　　　分

施　設　名 コース 胃検査区分
脳ドック同時
実施有無

補助対象額
（円）

市補助金
（円）

本人負担
（円）

内 山 病 院 一　般
胃 透 視 な　　し 40,500 28,300 12,200

胃 カ メ ラ な　　し 40,500 28,300 12,200

林 胃 腸 科 外 科 一　般 胃 カ メ ラ な　　し 40,500 28,300 12,200

山 田 ク リ ニ ッ ク 一　般
胃 透 視 な　　し 40,500 28,300 12,200

胃 カ メ ラ な　　し 40,500 28,300 12,200

出 水 郡 医 師 会
広域医療センター 一　般 胃 カ メ ラ な　　し 40,500 28,300 12,200

県厚生連健康管理
セ ン タ ー

一　般
胃 透 視 な　　し 45,617 31,900 13,717

胃 透 視 同時実施 61,047 42,700 18,347

一　般
胃 カ メ ラ な　　し 48,707 34,000 14,707

胃 カ メ ラ 同時実施 64,137 44,800 19,337

女　性
胃 透 視 な　　し 51,617 36,100 15,517

胃 透 視 同時実施 67,047 46,900 20,147

女　性 胃 カ メ ラ な　　し 54,707 38,200 16,507

※市補助金は、補助対象額の７割（１００円未満端数切捨て）です。
※厚生連で初めて受診をされる方、５年以上未受診の方が、厚生連が指定する期間（平成26年４月
１日～同年５月31日、平成27年１月１日から同年３月31日）に受診した場合は、上記の補助対象
額が１万円安くなります。
※厚生連の「女性、胃カメラコース」は、脳ドックの同時実施はできません。
※上記コースのほかにオプションをつけても、市補助金は変わりません。

５　申込方法
内山病院、林胃腸科外科、山田クリニック、　　 厚生連健康管理センターの
出水郡医師会広域医療センターで　　　　　　受診を希望されている方
受診を希望されている方

受診機関で検診日を予約し、後期高齢者医療
保険の方は、市生きがい対策課高齢者対策係
で、国民健康保険の方は、市健康増進課国保
係で利用の申し込みを行ってください。
※市へ持参するもの
保険証・印かん（シャチハタ不可）

後期高齢者医療保険の方、国民健康保険の
方いずれもＪＡ鹿児島いずみで検診日を
予約し、利用申し込みを行ってください。

※ＪＡ鹿児島いずみへ持参するもの
保険証・印かん（シャチハタ不可）

【審査のうえ「人間ドック助成券」を交付します】

※問い合わせ先
○後期高齢者医療保険に加入されている方　　○国民健康保険に加入されている方

生きがい対策課　高齢者対策係　　　　　　　健康増進課　国保係
☎０９９６－７３－１２４１（直通）　　　　☎０９９６－７３―１２２４（直通）
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後期高齢者医療保険・国民健康保険加入者の皆さまへ

人間ドックを受診する場合、 助成が受けられます

市では、後期高齢者医療保険および国民健康保険加入者を対象に、一日人間ドックの助成を

行っています。なお、市が実施している集団検診との重複受診はできません。

１　対象者
⑴後期高齢者医療保険に加入されている方

※①～③までのいずれも該当する方）

①市内に住所を有し、鹿児島県後期高齢者医療

保険に加入されている方

②平成25年度分までの後期高齢者医療保険料

および国民健康保険税を完納した世帯に属す

る方

③申請日において被保険者期間が６カ月以上で

ある方

⑵国民健康保険に加入されている方

※①～③までのいずれも該当する方

①阿久根市国民健康保険に加入されている方

②平成25年度分までの国民健康保険税を完納し

た世帯に属する方

③平成26年４月１日現在で30歳以上であり、

かつ被保険者期間が１年以上である方

２　受診先
※受診日の予約は、各医療機関へ直接お問い合わ

せください。

①社会医療法人　昴和会　内山病院
☎０９９６－７３－１５５１

②医療法人　熊杏会　林胃腸科外科
☎０９９６－７３－３６３９

③医療法人　仁和会　山田クリニック
☎０９９６－７２－０４２０

④出水郡医師会広域医療センター
（旧阿久根市民病院）
☎０９９６－７３－１３３１

⑤鹿児島県厚生連健康管理センター
予約先：ＪＡ鹿児島いずみ
☎０９９６－６４－２６２５
※鹿児島県厚生連健康管理センター（鹿児島
市）までバスが運行される日もあります。
詳しくは、予約時にお問い合わせください。

３　検診内容
※受診先により検診内容は異なります。

問診、身体計測、循環器検査、胸部検査、消化器

検査、肝機能検査、腎機能検査、血清脂質検査、

糖尿病検査、血液一般検査、血清検査、痛風、膵

機能検査、腹部超音波検査、肺機能検査、聴力検

査、総合判定　など

鹿児島県厚生連健康管理センターでは、上記検

査のほか、一般コースを受診される女性には骨粗

しょう症検診があります。

また、女性コースを受診される方は、子宮頸部

細胞診、婦人科超音波、乳房検査があります。

脳ドックを同時受診される方は、ＭＲＩ、ＭＲ

Ａ、頸動脈エコーがあります。

お
父
さ
ん
、

今
年
は
二
人
で

人
間
ド
ッ
ク
を

受
け
て
み
よ
う
か
。

長
く
受
診
し

と
ら
ん
で
、

た
ま
に
は

よ
か
か
も
ね
。
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女 性 が ん 検 診

〔対 象 者〕

子宮頸がん検診 20歳以上の女性
乳がん検診（マンモグラフィ） 40歳以上の女性
骨粗しょう症検診 40・45・50・55・60・65・70歳の女性

〔期　　間〕
10月30日㈭～31日㈮　11月６日㈬～11月９日㈰
11月11日㈫～11月13日㈭　　計９日間

〔自己負担〕

子宮頸がん検診 ７００円
乳がん検診（40歳代：２方向） １，５００円
乳がん検診（50歳以上：１方向） １，０００円
骨粗しょう症検診 ２００円

★子宮頸がん検診は毎年、乳がん

検診は２年に１度受けましょう。

★20歳になったら、子宮頸がん検

診を受けましょう！

乳がん検診（超音波）
〔対 象 者〕　20・30代女性
〔定　　員〕　60名
〔期　　日〕　９月９日㈫

午前８時30分～午後５時
（１人約20分）

〔場　    所〕　保健センター
〔自己負担〕　２，０００円
※完全予約制です。下記まで電話にてお
申し込みください。
※定員を超えた場合、平成25年度未受診
者の方を優先します。

●2008年のがん罹
り

患
かん

数（かかる人数）が多い部位は順に

１位 ２位 ３位 ４位 ５位

男性 胃 肺 大腸 前立腺 肝臓

女性 乳房 大腸 胃 肺 子宮
資料：地域がん登録全国推計によるがん罹患データ

★子宮頸がん検診と乳がん検診では、がん検診推進のため一部の方に無料クーポン券の配布を予定
しています。対象者には、事前にお知らせいたします。詳しくは、下記までお問い合わせください。

歯周疾患検診 （節目検診）

〔対 象 者〕40、50、60、70、80歳の方

〔期　　間〕平成26年６月～平成26年12月の７か月間

〔自己負担〕無料　　　※　歯科医院での予約検診です。

対象者には、通知します。

この機会にぜひ、ご自分

の歯の健康について考え

てみましょう。

年に１回　健診を受けて　健康を確認しましょう

●　年齢は各検査とも平成27年３月31日現在です。

●　期日、実施場所が書かれていない検診などにつきましては、別途お知らせします。

【問い合わせ・申し込み先 】
健康増進課　保健予防係　☎０９９６－７３－１２２８（直通）

☎０９９６－７３－１２１１（代表）内線１４５７、１４５８、１４６１
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平成２６年度　健診等のお知らせ

総　 合　 健　 康 　診　 査

阿久根市国保以外に加入されている方は、受診券に記載された自己負担金が必要です。

〔対 象 者〕40歳以上

○特定健診　　　　　自己負担　　　　　無料（阿久根市国保に加入の方）
○長寿健診　　　　　自己負担　　　　　無料（後期高齢者医療保険に加入の方）
○胃がん検診　　　　自己負担　　　　　無料
○大腸がん検診　　　自己負担　　　　　無料
○腹部超音波検診　　自己負担　１，２００円
○前立腺がん検診　　自己負担　　 ５００円
○肝炎ウイルス検診　自己負担　　 ５００円

★　希望の健診を組み合わせて受けられます。

※　肝炎ウイルス検診は、40歳以上５歳刻みの方々は無料となります。

〔期　　間〕７月18日㈮～７月22日㈫

　　　　　 ９月20日㈯～９月28日㈰

〔受付時間〕午前７時～午前９時30分

都合の良い日程で
受診できます

(＊詳しい日程・場所は、６月頃改めてお知らせします。）

生活習慣病は気づかない間に悪化しているかも！

阿久根市の年齢調整死亡率で一番高いのは、
女性の急性心筋梗塞です。糖尿病、高血圧など
をお持ちの方は悪化しないように、また現在、
病気をお持ちでない方も健診を受けて、毎年ご
自分の健康状態を確認しましょう。

がんは２人に１人がかかる身近にある病気です！

早期のがんでは症状がないことが多くありま
す。進行してからでは、治療にかかる期間も長
く、身体的にも経済的にも大きな負担となるお
それがあります。

★　受診票については、健診の２～４週間前に保健推

進員の方がお配りします（申込みをされた方のみ）

★　特定健診、長寿健診については、阿久根市国民健

康保険と後期高齢者医療保険に加入の方は、その保

険証をそれ以外の健康保険の方は保険者から配布さ

れた受診券を必ず持ってきてください。

肺 が ん 検 診 ・ 結 核 検 診

結核検診

肺がん検診

〔対 象 者〕40歳以上

〔期　　間〕５月７～９、12～16、19～21、23、25～27日

〔自己負担〕40歳～64歳までは２００円　　※65歳以上は無料

○レントゲン車で市内全域を巡回します。

○申込みをされた方には、４月中旬に受診票・日程表を配布します。

○申込みをされていなくても受けることができます。

○詳しい時間と場所（日程表）については、お問い合わせください。

〔対象者〕65歳以上　（上記、肺がん検診を受けなかった方）

〔期　間〕10月８日㈬～10月10日㈮　　〔自己負担〕無料

●５月２５日 （日） も実施します！

場所 ：保健センター
時間 ：午前９時～午前１１時３０分

●2011年の死亡数が多い部位は順に

１位 ２位 ３位

男性 肺 胃 大腸

女性 大腸 肺 胃
資料：人口動態統計によるがん死亡データ
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◇一般職（23ページ続き） 
税務課（農政課） 早水　英行

税務課（総務課） 岩下　亮一

　〃　（健康増進課） 本　　千晶

市民環境課（商工観光課） 新塘　浩二

市民環境課兼三笠支所兼大川出張所（税務課）

松林　俊介

生きがい対策課（市民環境課兼三笠支所兼大川出張所）

牟禮　順子

　〃　（財政課） 髙口　良輔

　〃　（税務課） 松木　美紀

　〃　（教育委員会学校教育課） 松﨑　正幸

健康増進課（生きがい対策課） 西村　史弥

　〃　（総務課） 川邊　千紘

地域包括支援センター（税務課） 勝目　裕士

農政課（都市建設課） 花田　伸行

商工観光課（都市建設課） 上脇　重樹

　〃　（総務課〈鹿児島県研修派遣・東京事務所観光物

産課〉） 所﨑　慎也

都市建設課（農政課） 河北　篤司

　〃　（市民環境課） 松下　直樹

　〃　（農政課） 宮路　隆博

　〃　（農政課） 前田　奨吾

会計課（水道課） 田渕　広子

教育委員会学校教育課（健康増進課） 川畑　真美

◇定年退職（８名）　 
飛松　義行

松永　正美

上野　教次

大河原宗平

濱﨑　良一

松﨑　洋子

福浦　正信

川畑惠美子

◇新規採用職員（14名） 
総務課 湊　　拓也

　〃 橋元　　翼

　〃 岩切　達也

税務課 東　　友美

　〃 遠矢　海里

市民環境課兼三笠支所兼大川出張所 小漉　崇央

健康増進課 木原　香太

農政課 須﨑　誠也

　〃 西坂　従道

水産林務課 永田　有紀

水道課 森枝　洋貴

農業委員会事務局 濱﨑　春香

教育委員会教育総務課 野村　幸平

教育委員会生涯学習課兼市民会館館員 陳尾真奈美

（平成26年４月１日付　カッコは旧職など）

◇課長級（１名） 
消防長（阿久根市総務課長） 上野　正順

◇係長級（１名） 
警防課危険物係長（警防課主査） 牛之濵宏信

◇定年退職（２名） 
花田　清治

西村　健一

◇新規採用職員（３名） 
警防課 松永　大豊

警防課 羽田浩一郎

警防課 佐泻　　修

阿久根地区消防組合

平成26年４月１日付　新規採用消防職員（３名）

平成26年４月１日付　新規採用市職員（14名）

阿久根市職員人事異動
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阿久根市職員人事異動

（平成26年４月１日付　カッコは旧職など）

◇課長級（13名） 
総務課長（農政課長兼農村環境改善センター所長兼農業

委員会事務局長） 内園　由幸

企画調整課長（企画調整課長補佐兼企画推進係長兼統計

調査係長） 山元　正彦

生きがい対策課長兼福祉事務所長兼老人福祉センター館

長兼子育て支援センター所長（水産林務課長）

早瀬　則浩

農政課長兼農村環境改善センター所長兼農業委員会事務

局長（北薩広域行政事務組合総務課長） 谷口　義美

水産林務課長（水産林務課長補佐兼林務係長）

馬見塚徹雄

商工観光課長（生きがい対策課長兼福祉事務所長兼老人

福祉センター館長兼子育て支援センター所長）

堂之下浩子

都市建設課長（農政課長補佐兼農村振興係長）

西園　善信

会計管理者兼会計課長（商工観光課長） 小牟田伸雄

水道課参事兼簡易水道係長（税務課参事） 永野　　聖

監査事務局長兼選挙管理委員会事務局長兼公平委員会事

務局長（生きがい対策課長補佐兼福祉係長兼福祉事務所

長補佐） 川畑　幸博

教育委員会教育総務課長（教育委員会教育総務課長補佐

兼総務係長） 小中　茂信

教育委員会生涯学習課長兼市民会館館長（教育委員会教

育総務課長） 佐潟富士男

北薩広域行政事務組合総務課長（監査事務局長兼選挙管

理委員会事務局長兼公平委員会事務局長） 堂之下　力

◇課長補佐級（10名） 
市民環境課長補佐兼環境対策係長（都市建設課長補佐

兼管理係長） 石澤　正志

生きがい対策課長補佐兼子育て支援センター管理係長

兼福祉事務所長補佐（生きがい対策課主幹兼子育て支援

センター管理係長） 牛濵　美紀

都市建設課長補佐兼管理係長（教育委員会教育総務課主

幹兼管理施設係長） 松田　高明

都市建設課長補佐兼建設係長（都市建設課長補佐兼維持

係長） 冨吉　良次

水道課長補佐兼管理係長（水道課主幹兼管理係長）

垂　　義継

農業委員会事務局次長兼管理係長（農業委員会事務局管

理係長） 久保田真一郎

教育委員会教育総務課長補佐兼総務係長（総務課主幹兼

行政係長） 尾塚　禎久

教育委員会学校教育課主幹兼指導係長（大島教育事務所

徳之島駐在指導主事） 鎌田　広文

教育委員会生涯学習課主幹兼社会教育係長（青少年研修

センター研修課研修主任） 松永　　貢

教育委員会学校給食センター所長補佐兼管理係長（市民

環境課長補佐兼環境対策係長） 牛濱　良彦

◇係長級（15名） 
総務課行政係長（議会事務局議事係長） 牟田　　昇

総務課情報管理係長（総務課主査） 前田　　敏

企画調整課企画推進係長（健康増進課国保係長）

池田　英人

企画調整課統計調査係長（教育委員会学校給食センター

管理係長） 迫田　勝広

生きがい対策課福祉係長（総務課情報管理係長）

中園　　修

生きがい対策課高齢者対策係長（水道課簡易水道係長）

新坂　謙二

生きがい対策課保護係長（生きがい対策課主査）

別府　輝雄

健康増進課国保係長（財政課主査） 新町　勝利

農政課農村振興係長（都市建設課都市計画係長）

濵﨑　久朗

水産林務課林務係長（水産林務課主査） 大野　勇人

都市建設課維持係長（都市建設課建設係長）大野　洋一

都市建設課都市計画係長（都市建設課主査）下澤　克宏

大川出張所庶務係長兼大川診療所管理係長（生きがい対

策課高齢者対策係長） 勢屋　伸一

議会事務局議事係長（健康増進課主査） 東　　岳也

教育委員会教育総務課管理施設係長（教育委員会教育総

務課参事補） 山下　理恵

◇一般職（28名） 
総務課（市民環境課兼三笠支所兼大川出張所）

船蔵　真一

　〃　（教育委員会学校教育課） 櫁柑　久恵

　〃　（企画調整課） 落　　俊輔

　〃　（商工観光課） 新穂いずみ

財政課（生きがい対策課） 寺地　克己

財政課（総務課） 若松　寿弥

企画調整課（税務課） 中尾　隆樹

阿久根市役所

阿久根市職員辞令交付式
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消
費
税
改
定
に
伴
う
水
道
料
金
・

給
水
負
担
金
の
変
更
に
つ
い
て

消
費
税
が
４
月
１
日
か
ら
８
％
に
改
定
さ

れ
ま
し
た
が
、
水
道
料
金
は
４
月
使
用
分
と

し
て
請
求
す
る
５
月
分
水
道
料
金
か
ら
消
費

税
率
を
８
％
と
し
て
算
定
し
、請
求
し
ま
す
。

ま
た
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
新
設
時
な
ど
に

必
要
と
な
る
給
水
負
担
金
は
、
４
月
１
日
以

後
に
申
し
込
ま
れ
た
も
の
か
ら
消
費
税
率

８
％
を
適
用
し
て
請
求
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

水
道
課
　
管
理
係
・
簡
易
水
道
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
１
０
２
（
直
通
）

久
根
大
島
の
渡
船
料
が
、
４
月
１
日
か
ら
の
消
費
税
改
定
に
よ
り
、
大
人
820
円
、
小
人
410
円
に
な
り
ま
す
。

阿

軽
自
動
車
税
の

減
免
制
度
の
お
知
ら
せ

◇
軽
自
動
車
税
の
納
期

軽
自
動
車
税
は
、
そ
の
年
の
４
月
１
日
現

在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
軽
自
動
車

税
の
納
期
は
５
月
で
、
納
付
書
は
５
月
中
旬

に
お
届
け
し
ま
す
。
な
お
、
納
期
限
は
６
月

２
日
㈪
で
す
の
で
、
期
限
ま
で
に
納
付
し
て

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◇
軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度

・
対
象
と
な
る
軽
自
動
車

①
　
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方
が
も
っ
ぱ
ら

自
ら
使
用
さ
れ
る
軽
自
動
車

②
　
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方
ま
た
は
知
的

障
が
い
の
あ
る
方
の
た
め
に
そ
の
方
と

生
計
を
同
じ
に
す
る
方
が
使
用
さ
れ
る

軽
自
動
車

③
　
構
造
が
、
も
っ
ぱ
ら
障
が
い
の
あ
る
方

が
利
用
さ
れ
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
軽

自
動
車

・
受
付
期
間
　
５
月
７
日
〜
５
月
23
日

・
申
請
に
必
要
な
も
の

印
か
ん
、
運
転
免
許
証
、
車
検
証
、
身
体

障
害
者
手
帳
等

※
減
免
は
普
通
自
動
車
も
含
め
て
障
が
い

の
あ
る
方
、
一
人
に
つ
き
１
台
で
す
。

ま
た
、
障
が
い
の
内
容
な
ど
に
よ
っ
て

は
、
減
免
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
　
課
税
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
０
３
（
直
通
）

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１
（
代
表
）

（
内
線
１
４
４
３
・
１
４
４
４
）

記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
の

対
象
者
が
拡
大
し
て
い
ま
す

平
成
26
年
１
月
か
ら
、
記
帳
・
帳
簿
等
の

保
存
制
度
の
対
象
と
な
る
方
が
拡
大
し
、
事

業
所
得
、
不
動
産
所
得
ま
た
は
山
林
所
得
を

生
ず
べ
き
業
務
を
行
う
す
べ
て
の
方
（
所
得

税
の
申
告
が
必
要
な
い
方
も
含
み
ま
す
）が
、

売
上
げ
な
ど
の
収
入
金
額
、
仕
入
れ
や
経
費

に
関
す
る
金
額
等
を
帳
簿
に
記
載
し
、
そ
の

帳
簿
や
取
引
に
係
る
請
求
書
・
領
収
書
な
ど

の
書
類
を
保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w

.n
ta.g

o.jp

）

を
ご
欄
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先
　
出
水
税
務
署

☎
０
９
９
６（
６
２
）０
２
０
０（
自
動
音
声
）

移
動
ね
ん
き
ん
相
談
所
の
開
設

（
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
）

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
船
員
保
険
な
ど

の
年
金
制
度
全
般
に
関
す
る
こ
と
へ
の
『
移

動
ね
ん
き
ん
相
談
所
』
を
開
設
し
ま
す
。

相
談
に
は
、
川
内
年
金
事
務
所
の
職
員
が

応
じ
ま
す
。
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

予
約
が
必
要
で
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
予
約
の
際
は
、「
氏
名
」「
基
礎
年

金
番
号
」「
相
談
内
容
」「
連
絡
先
（
電
話
番

号
）」
な
ど
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
　
５
月
22
日
㈭

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

※
予
約
時
間
の
10
分
前
ま
で
に
待
合
室
に

お
集
り
く
だ
さ
い
。

◇
場
所
　
市
民
会
館
　
第
10
会
議
室（
１
階
）

◇
持
参
す
る
も
の

・
印
か
ん

・
年
金
手
帳
、
年
金
証
書
、
ね
ん
き
ん
特
別

便
、
ね
ん
き
ん
定
期
便
な
ど

・
本
人
確
認
が
で
き
る
資
料

※
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど

ま
た
、
代
理
人
の
場
合
は
、
委
任
状
も

必
要
で
す
。

◇
予
約
受
付
　
５
月
１
日
〜
５
月
13
日（
厳
守
）

※
予
約
受
付
先

市
民
環
境
課
　
住
民
年
金
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
８
（
直
通
）

木
造
住
宅
耐
震
事
業
補
助

制
度
の
案
内

市
で
は
、
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

築
（
着
工
）
し
た
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・

耐
震
改
修
工
事
へ
の
補
助
制
度
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
地
震
に
よ
る
木
造
住
宅
の

倒
壊
被
害
な
ど
を
防
ぎ
、
安
全
な
建
築
物
の

整
備
を
促
進
す
る
た
め
、
耐
震
診
断
お
よ
び

耐
震
改
修
工
事
の
費
用
に
、
予
算
の
範
囲
内

で
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
都
市

建
設
課
建
築
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先
　
都
市
建
設
課
　
建
築
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
１
９
８
（
直
通
）

森
林
の
土
地
取
得
者
は

届
出
が
必
要
で
す

森
林
法
に
よ
り
、
森
林
の
土
地
所
有
者
と

な
っ
た
方
は
、
市
役
所
へ
事
後
届
出
を
行
う

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◇
届
出
対
象
者

個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
売
買
や
相
続
な

ど
で
森
林
の
土
地
面
積
に
か
か
わ
ら
ず
新
た

に
取
得
し
た
方
。

◇
届
出
期
間

土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら
90
日
以

内
に
取
得
し
た
土
地
の
あ
る
市
町
村
に
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先
　
水
産
林
務
課
　
林
務
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
１
６
５
（
直
通
）

森
林
の
立
木
を
伐
採
す
る
時
は
、

届
け
出
が
必
要
で
す

森
林
法
に
よ
り
、
森
林
の
立
木
を
伐
採
す

る
時
は
、
事
前
に
「
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造

林
の
届
け
出
」
を
提
出
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◇
届
出
対
象
者

森
林
所
有
者
や
立
木
を
買
い
受
け
た
者
等

・
森
林
所
有
者

自
分
で
、
あ
る
い
は
請
負
に
よ
っ
て
伐
採

阿
久
根
市
農
業
委
員
会

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
４
９
（
直
通
）
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『2014シークイーンあくね』
募集中！

【募集締切】

５月７日(水)
まで

申込・問い合わせ先

〒899-1624
阿久根市大丸町16番地
阿久根商工会議所内
「シークイーンあくね」
事務局係
☎0996-72-1185

阿久根市の観光・特産品のキャンペーンや公
的行事、歓迎レセプション等でのアシスタント・
サポートを務める女性２名を募集します。
◇資　　格
市内在住または在勤の18歳以上の未婚女性
ただし、高校生は除きます。
※美人コンテストではありません。
◇応募方法
阿久根商工会議所に配置している応募用紙
に写真１枚を添えて、申込先へ持参または郵
送してください。

す
る
場
合
。

・
森
林
所
有
者
と
立
木
買
い
受
け
者

伐
採
業
者
等
が
森
林
所
有
者
か
ら
立
木
を

買
い
受
け
て
伐
採
す
る
場
合

◇
届
出
の
時
期

伐
採
を
始
め
る
90
日
か
ら
30
日
前
ま
で

◇
届
出
の
提
出
先

伐
採
す
る
森
林
が
あ
る
市
町
村
の
長

※
問
い
合
わ
せ
先
　
水
産
林
務
課
　
林
務
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
１
６
５
（
直
通
）

農
業
委
員
会
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を

お
願
い
し
ま
す

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の
所
有
権
移
転

や
貸
し
借
り
、
あ
る
い
は
宅
地
等
へ
の
転
用

申
請
な
ど
に
関
す
る
調
査
や
審
査
の
ほ
か
、

遊
休
農
地
の
有
効
活
用
相
談
等
も
行
っ
て
い

ま
す
。

経
済
不
況
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協

定
）
協
議
、
ま
た
、
農
地
中
間
管
理
機
構
な

ど
の
農
業
政
策
の
改
革
も
見
込
ま
れ
て
お

り
、
農
業
委
員
会
の
役
割
や
活
動
が
重
要
に

な
る
と
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
、
農
業
委

員
会
に
対
す
る
意
見
・
ご
要
望
を
５
月
９
日

㈮
ま
で
に
文
書
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

○
農
業
担
い
手
の
育
成
及
び
確
保

○
農
地
問
題

○
遊
休
農
地
の
対
策

○
違
反
転
用

○
そ
の
他
（
農
業
・
農
地
全
般
）

※
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
９
ー
１
６
９
６

阿
久
根
市
鶴
見
町
２
０
０
番
地

阿
久
根
市
農
業
委
員
会

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
４
９
（
直
通
）

５
月
５
日「
こ
ど
も
の
日
」か
ら

１
週
間
は「
児
童
福
祉
週
間
」で
す

平
成
26
年
度
児
童
福
祉
週
間
標
語

「
そ
の
い
っ
ぽ
　
み
ら
い
に
つ
づ
く

ゆ
め
の
み
ち
」

★
お
知
ら
せ

４
月
か
ら
、
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

拠
点
施
設
が
変
更
と
な
り
、
一
部
の
子
育
て

サ
ー
ク
ル
の
会
場
も
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

◇
お
り
た
保
育
園
子
育
て
支
援
室

開
放
日
（
月
曜
・
火
曜
・
水
曜
）

◇
み
な
み
保
育
園
子
育
て
支
援
室

開
放
日
（
火
曜
・
水
曜
・
金
曜
）

※
開
放
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
９
時
30

分
か
ら
午
後
２
時
30
分
ま
で

※
問
い
合
わ
せ
先

生
き
が
い
対
策
課

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
管
理
係

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
３
９
３
９
（
直
通
）

保
育
所
が
１
か
所
増
と
な
り
ま
し
た

（
平
成
26
年
４
月
１
日
〜
）

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
「
阿
久
根
保
育

園
」（
阿
久
根
幼
稚
園
施
設
内
）
が
定
員
20

名
の
認
可
保
育
所
と
し
て
開
所
し
、
市
内
の

保
育
園
は
８
園
と
な
り
ま
し
た
。
入
所
手
続

な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、
生
き
が
い
対
策
課

児
童
対
策
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

生
き
が
い
対
策
課
　
児
童
対
策
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
４
８

第22代
『シークイーンあくね』
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４月23日(水)は『子ども読書の日』です
書館では、『子ども読書の日』の一環とし
て、４月20日㈰から５月６日㈫までの間、

児童書の古本を無料で配布いたします。
初日のみ、お一人５冊までです。この機会に
お気に入りの本を見つけてみてはいかがでしょ
うか。

新刊案内
・『日本橋本石町やさぐれ長屋』

宇江佐真理（著）
本橋本石町にある、通称“やさ
ぐれ長屋”には、様々な事情を

抱えた住人が集まっている。一本気
な職人、早々に出戻った若い娘…。
お互い、お節介をやきながらも助け
合う長屋の人々の毎日を描く。

・『祈りの証明３.１１の奇跡』
森村　誠一（著）

場カメラマンの長井は、東日本
大震災に巻き込まれた妻の行方

を捜しながら被災地を取材してい
た。やがて彼は被災地に蔓延する新
興宗教「まほろば教」の暗部に肉薄
してゆくが…。

・『犬から聞いた素敵な話』 山口　花（著）
れぞれの飼い主と愛犬は、出会
いや生き方、暮らし方も十人十

色。独り暮らしの老人と犬、わが子
と兄弟のように育つ犬…。取材で丁
寧に拾い集めた、“飼い主と愛犬と
のキズナ”が感動を呼ぶ全14話のエ
ピソード集。

・『くろくまくんのパンケーキ』
小林ゆき子（作・絵）

ろくま３兄弟のクーイ、クー
フ、クースは、今日も朝ご

はんにパンケーキを作ります。
森のみんなにもごちそうしよ
うと、せっせとあちこちに配り
ますが…。

図書館へ行こうY 市立図書館　☎0996－72－0607

開 館 時 間　午前９時～午後７時

日
そ

く戦

t
図
書
館
で
お
気
に
入
り

の
本
を
手
に
す
る
子
ど

も
た
ち
。

図

◆応募方法
郵送もしくはメールで、お便りをお寄せ

ください。氏名（ペンネーム可）・住所・

電話番号・年齢・性別・本紙へのご意見

やご要望などをご記入ください。なお、

掲載紙面の都合上、ご紹介できない場合

もあります。また、他者を特定する情報

は削除する場合もあります。

◆応募先
〒８９９－１６９６

阿久根市鶴見町２００番地

｢阿久根市役所総務課

きいてよY阿っくんコーナー」まで
E-mail:info@city.akune.kagoshima.jp
※フリーメールアドレスは不可

☎０９９６－７３－１２０８（直通）

お
便
り

待
っ
て
る
よ
！

崎区の谷口です。今年で68歳になりますが、
こんな双子のタケノコを見つけたのは初めて

でした。小さい方から先に掘ろうと土を除くうち、
根元が一枚の皮で繋がっていたので、びっくりし
ました。これからどう成長するのか楽しみなので、
このままにしておこうと思っていますが、シカに
食べられそうで心配です。周りに柵でも設けよう
かと思案中です。

（尾崎区在住　谷口　侃
すなお

さん）
事に１枚の皮で繋がった双子のタケノコ。ボ
クも初めて見ました。これからどう成長する

のか本当に楽しみですね。もし、よろしければ結
果のお便りをお待ちしています。

尾

見

コ
ー
ナ
ー

読者のお便り紹介

きいてよY

双子のタケノコを発見した谷口侃さん

■投稿していただいた方に抽選で
「阿っくん」キーホルダーを
プレゼントします。
※なお、一度当選された方は、抽選対

象から外れますので、ご了承ください。
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※
送
り
仮
名
は
歴
史
的
仮
名
使
い
を
使
用

し
て
い
ま
す
。

冬
ざ
れ
の
庭
の
片
方
に
静
も
り
て

咲
き
つ
ぐ
山
茶
花
く
れ
な
ゐ
親
し 

河
南
誠
一
郎

み
ど
り
児
の
伝
は
る
鼓
動
あ
た
た
か
し

仰
ぐ
空
に
は
果
て
な
き
未
来 

佐
潟
　
俊
子

紅
白
に
咲
き
わ
け
誇
る
梅
の
木
は

ほ
の
か
に
匂
ふ
「
思
い
の
ま
ま
に
」 

飛
松
　
保
子

鹿
児
島
産
の
黒
豚
と
鰤
じ
ゃ
が
い
も
も

並
び
て
親
し
甲
斐
の
ス
ー
パ
ー
に 
亀
澤
　
笑
子

春
雷
や
シ
ン
ビ
ジ
ュ
ー
ム
が
き
れ
い
で
す 

早
瀬
　
敏
子

春
雷
を
合
図
に
夫
の
ジ
ム
通
い 

林
　
　
直
子

春
雷
や
グ
ラ
ス
の
ワ
イ
ン
輝
や
け
り 

谷
口
　
俊
明

人
住
ま
ぬ
家
に
小
鳥
や
落
椿 

下
薗
　
良
子

味あ
っ

の
良よ

か
　
婆ば

さ
ん
の
煮に

し
め
　
今き

日ゅ

も
の
さ
っ 

林
田
ク
イ
ー
ン

【
唱
】
年と

齢し

が
煮に

出だ

せ
た
　
特と
っ

許き
ょ

味あ
っ

じ
ゃ
ろ

食
し
ょ
く

事じ

療り
ょ

法ほ

　
薄う
す

味あ
っ

の
料じ

理ゅ

い
　
舌し
た

慣な

れ
っ 

池
上
　
博
士

【
唱
】
医い

者し
ゃ

ん
薬
く
す
い

も
　
不い

ら

ん要
ち
効き

っ
が

「
尾
崎
小
学
校
の
伝
統
を
受
け

継
い
で
い
っ
て
く
だ
さ
い
」

３
月
24
日
、
特
認
校
で
あ
る

尾
崎
小
学
校
で
行
わ
れ
た
卒
業

式
で
、
卒
業
生
が
在
校
生
の
代

表
者
に
校
旗
を
手
渡
し
た
際
の

一
コ
マ
。
卒
業
生
が
堂
々
と
自

分
の
目
標
を
発
表
す
る
姿
か

ら
、
こ
れ
ま
で
の
学
校
生
活
が

い
か
に
充
実
し
て
い
た
か
が
伝

わ
っ
て
く
る
よ
う
で
し
た
。

尾
崎
小
学
校
を
含
め
、
市
内

の
小
・
中
学
校
の
７
校
で
、
特

認
校
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
規
模
校
の
良
さ
を
生
か

し
、
保
護
者
や
学
校
だ
け
で
な

く
、
地
域
の
人
々
も
一
体
と
な

っ
て
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
環

境
は
、
地
元
が
子
ど
も
を
育
て

る
と
い
う
「
地
育
」
と
い
う
言

葉
が
ピ
ッ
タ
リ
な
気
が
し
ま
す
。

（
寺
園
）

人のうごき
３月31日現在

（　）は前月比

人　口
22,385人

（－160人）

男
10,501人
（－87人）

女
11,884人
（－73人）

世帯数
10,468世帯
（－10世帯）

出 生 14人
死 亡 39人
転 入 113人
転 出 248人

う
ぶ
ご
え

※
敬
称
略

お
く
や
み

※
敬
称
略

謹
ん
でお悔

や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

新
町
　
優ゆ
う

駕が

　
和
　
道
（
高
之
口
）

中
原
　
由ゆ
う

惺せ
い

　
伸
由
喜
（
　
潟
　
）

古
市
　
湊
み
な
と

　
　
光
　
輝
（
尻
　
無
）

岩
切
　
駿
し
ゅ
ん

太た

　
賢
　
司
（
牧
　
内
）

山
口
　
春
ひ
を
り

　
　
崇
　
　
（
尻
　
無
）

児
玉
　
誠さ
と

史し

　
武
　
久
（
桑
原
城
上
）

中
野
　
想そ
う

介す
け

　
竜
　
弥
（
　
潟
　
）

石
堂
　
陸り
く

貴と

　
貴
　
之
（
新
　
町
）

吉
留
　
梨り

杏あ
ん

　
憲
　
太
（
波
　
留
）

上
野
　
優ゆ
う

空あ

　
満
　
志
（
黒
之
浜
）

西
尾
　
泰た
い

心し
ん

　
伸
　
吾
（
　
栫
　
）

平
新
　
麗れ

奈な

　
香
代
子
（
　
段
　
）

小
林
　
旭あ
さ

仁ひ

　
史
　
仁
（
大
　
丸
）

中
畑
チ
ト
ミ
80
（
　
潟
　
）
橋
口
聡
美

佐
々
木
忠
男
85
（
黒
之
浜
）
善
　
人

福
永
　
功
夫
65
（
　
浦
　
）
幸
　
男

奥
平
　
十
助
95
（
　
町
　
）
満
　
昭

馬
見
新
正
義
91
（
大
川
島
）　

誠

中
面
　
勇
　
81
（
大
　
下
）
一
　
浩

弓
塲
ト
ミ
コ
91
（
大
　
丸
）
三
奈
男

竹
本
　
順
二
80
（
新
　
町
）
ミ
ツ
ヱ

柏
木
フ
ユ
ミ
83
（
上
　
原
）
丸
　
一

中
馬
　
ヒ
デ
85
（
古
　
里
）
秀
　
一

福
浦
　
ナ
ヨ
84
（
黒
之
浜
）
博
　
喜

紙
屋
　
　
男
97
（
大
　
丸
）
橘
淳
子

牟
田
　
國
治
69
（
牟
　
田
）
清
　
美

末
吉
　
勲
　
80
（
陳
之
尾
）
マ
ス
ミ

川
野
　
直
子
40
（
大
川
島
）
枦
久
美
子

齊
藤
　
眞
雄
91
（
　
栫
　
）
ミ
サ
ヱ

平
田
　
美
德
89
（
横
　
手
）
淳
　
一

大
曲
シ
カ
ノ
96
（
高
　
松
）
良
　
一

　
氏
　
名
　
年齢
（
区
　
名
）
代
表
者

　
氏
　
名
　
　
保
護
者
（
区
　
名
）

健
や
か
な
成
長
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

み
ん
な
の
う
た

《
阿
久
根
短
歌
会
》

《
阿
久
根
俳
句
会
》

題　
「
春　

雷
」

題　
「
味あ
っ

」

《
薩
摩
狂
句　

阿
ん
文
旦
会
》

３月24日に行われた

尾崎小学校の卒業式。

梶
尾
サ
チ
子
82
（
黒
之
浜
）
五
　
國

花
田
　
泉
　
66
（
仲
仁
田
）
真
佐
子

中
園
ハ
ツ
エ
80
（
下
　
村
）
す
ず
子

西
　
　
松
枝
78
（
上
　
野
）
俊
　
博

桂
木
　
優
鶴
78
（
牧
　
内
）
ア
キ
子

太
田
　
千
代
104
（
大
　
丸
）
幹
　
生

中
尾
　
一
馬
83
（
新
　
町
）
光
　
子

末
吉
　
重
雄
80
（
高
　
松
）
ノ
　
ヱ

春
田
　
ミ
ス
86
（
的
　
場
）
幸
　
行

松
木
キ
ク
ノ
91
（
脇
本
浜
）
憲
　
行

川
　
　
幸
子
82
（
桑
原
城
上
）
一
　
彦

富
濵
　
貞
吉
65
（
深
　
田
）
は
つ
子

中
野
ハ
ツ
子
87
（
尻
　
無
）
上
野
代
利
子

丹
宗
　
初
江
94
（
　
町
　
）
美
　
尚

折
橋
　
勇
　
89
（
　
潟
　
）
逸
　
朗

松
永
　
幸
治
73
（
牛
之
浜
）
フ
ヂ
ミ

林
　
　
俊
明
85
（
大
　
丸
）
悦
　
子

田
澤
　
浜
子
58
（
倉
　
津
）
正
　
美

枦
　
　
安
　
70
（
高
之
口
）
良
　
春
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月は、ジュニアボクシングの九州大会
で優勝し、３月27日に兵庫県芦屋市で

開催された全国ＵＪボクシング大会に出場
した元気者、橋崎健太さんと米丸響さんを
紹介します。二人は淵上誠選手も所属して
いた阿久根市ボクシング協会に所属し、こ
の春から橋崎さんはボクシングの名門校で
ある東福岡高校へ、米丸響さんは出水工業
高校へ進学しました。
同協会のコーチを務める内園智雄さん
は、「二人とも、まだまだ通過点でこれか
ら。オリンピックに出場できるように、ど
んどん先へ行ってほしい」と二人の今後に
ついて話してくださいました。
橋崎さんと米丸さんは、コーチの期待に
応えるように「もっと強くなります」と自
信に満ちた笑顔を見せながら、抱負を語り
ました。

今

者元気
モン

アクネの

ＦＲＥＳＨ ＳＭＩＬＥ
フレスマ プラス

＋ 阿久根市ボクシング協会
阿久根ジュニアボクシング

橋
は し

崎
ざ き

健
け ん

太
た

さん(15)

米
よ ね

丸
ま る

　響
きょう

さん(15)

全
国
Ｕ
Ｊ
ボ
ク
シ
ン
グ
大
会
63

キ
ロ
級
で
優
勝
し
た
橋

崎
健
太
さ
ん
（
中
央
）、
惜
し
く
も
判
定
負
け
と
な
っ

た
48

キ
ロ
級
米
丸
響
さ
ん
（
右
）、
コ
ー
チ
の
内
園
智

雄
さ
ん
（
左
）。

▲３月27日に行われた全国
ＵＪボクシング大会

▲「先輩に続くぞ」と懸命に
練習に励む、後輩たち

▲練習場に貼られている大先
輩、淵上誠選手のポスター

▲右から和泉哲人コーチ、米丸
響さん、内園智雄コーチ

日
替
わ
り
ラ
ン
チ
や
弁
当
も
出
来
ま
す

本
の
好
き
な
方
い
っ
ぱ
い
有
り
ま
す

モーニングセット

阿久根市塩鶴町1-89
（店主）岩崎一男

ソフトパン・サラダ・果物・つまみ・ゆで卵・有機栽培コーヒー

500円

阿久根

うに丼祭り
４月19日(土)～５月18日(日)まで

※問い合わせ先
阿久根市観光連盟
「阿久根まちの駅」 ☎0996-72-3646


